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研究成果の概要（和文）： 様々なバックグランドを持つ教員が雪の学習に容易に取り組めるよ

うにするために、教師用雪の学習プラン集及び児童用テキスト 4 種、ワークシート 3 種を開発

した。また、札幌市学校教育の重点に対応する Webコンテンツや利雪に関するコンテンツを開

発し、気象衛星画像提供サイトを拡充した。教員向け研究会を実施し、教育現場への普及を図

った。北海道雪たんけん館への札幌市立学校からのアクセスは 2009 年度を境に約 10 倍に急増

した。テキスト・ワークシート利用者は授業役立度を 4.5（5 段階）と高く評価した。 

 
研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is that all teachers with various 

backgrounds can easily conduct classes on snow. A collection of lesson plans for teachers, 

and four texts and three activity booklets for students were published.  The Web contents 

on practical usages of snow were developed, and the Web pages that showed the 

correspondence to “the Important Point of the Sapporo City School Education” and that 

provided geostationary satellite image data were supplemented. And teacher-enhancement 

workshops were fulfilled. The visitors from Sapporo City schools to our web site, 

“SNOWQUEST” have suddenly increased by a factor of ten after 2009. Elementary school 

teachers evaluated the texts and the booklets at an average score of 4.5 on a one-to-five 

scale, after using them in their classes.  
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１．研究開始当初の背景 

総合的な学習の時間が開設され、地域や学
校，児童・生徒の実態に応じて，特色ある学
習活動が求められるようになった。雪は最適
な素材の一つである。しかし、これまでほと
んど取り上げられてこなかったので、教育現

場に雪の学習に関する蓄積はほとんどなか
った。そこで、研究者や教員などからなる「北
海道雪プロジェクト」を 2000 年に立ち上げ、
雪の教育活用に取り組んできた。 

＜第一期＞雪の学習素材を提供へ 

 教師や児童・生徒をサポートするために、
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雪に関する様々な情報を提供する Web ペー
ジ「北海道雪たんけん館」の開発を進めた。
子どもたちに親しみやすいように紹介キャ
ラクタを設定し、Flash によるアニメーショ
ンなど視覚に訴え、理解が容易に進むように
心掛けた。 

 このトップページへのアクセス数は年間
10 万件を超え、質問ページを通じて年間 200

件程の質問に答えてきた。活動は高く評価さ
れ、2006 年 3 月に文部科学省主催第 6 回イ
ンターネット活用教育実践コンクールで「朝
日新聞社賞」を受賞した。 

＜第二期＞雪の学習を教育の場へ 

 札幌市内小学校を対象としたアンケート
調査で‘雪を教育素材として、どのように思い
ますか？’という問いに 70%が取り上げるべ
き、28%が現状では難しいが取り上げるべき
と答えた。しかし、‘Webページ「北海道雪た
んけん館」を使われましたか？’という問いに
「使った」との答えがわずか１割に止まって
いた。そこで、教員を対象とした研究会やセ
ミナーを継続的に実施してきた。Web ページ
には教師向けのページも設け、内容も総合的
な学習の時間ばかりでなく、教科との連携も
図った。また、児童向けのワークシート等を
制作し、教室での実践を推進してきた。2010

年 3 月に第 16 回マイタウンマップコンクー
ル「日本科学未来館館長賞」を受賞した。 

２．研究の目的 

雪の学習の普及は端緒についたばかりで
あったが、教育現場に 2 つの新しい動きが出
てきた。その一つは、2008 年に公示された
小・中学校指導要領である。総合的な学習の
時間では、探究的な学習の充実が求められる
と共に、小学校では「地域の人々の暮らし，
伝統と文化など地域や学校の特色に応じた
課題についての学習活動」が加えられた。し
かし、脱ゆとり教育の下、授業時間数が大幅
に削減された。また、総合的な学習の時間に
ついては、大きな成果を上げている学校があ
る一方、当初の趣旨・理念が必ずしも十分に
達成されていない状況が見られることも指
摘されている。 

もう一つは、札幌市の 2009 年度からの学
校教育の重点施策である。「北国札幌らしさ
を学ぶ【雪】」、「未来の札幌を見つめる【環
境】、「生涯にわたる学びの基盤【読書】」の 3

つを共通に取り組む学校教育のテーマと位
置づけた（http://www.city.sapporo.jp/ 

kyoiku/top/tokusyoku/sapporo-tokusyoku.h

tml）。すべての学校で雪の学習に取り組むと
いう極めて画期的な状況が生まれた。 

このような状況の中で、雪の学習をさらに
推進していくため、これまでの研究経緯を活
かし、「雪の学習」をあまねく普及させ、実
りある教育内容を実現しなければならない。
本研究はその方策を小学校中心に実践的に

研究し、雪の学習を有効なものにしようとす
るものである。 

３．研究の方法 

 どんなバックグラウンドを持つ教員でも
雪の学習に容易に取り組めるように、基礎理
解と授業内容・方法の向上を図る教員向け資
料や児童用テキスト等を開発する。また、
Web コンテンツの拡充を行い、学習内容の向
上、多様化を図る。これらを普及させるため
に、教員向け研究会を実施する。 

研究者や教員などからなる「北海道雪プロ
ジェクト」や「気象情報ネットワーク研究会」
を中心に企画・制作を行い、より実践的に役
立つものを目指す。 

４．研究成果 

(1) 雪の学習プラン集の開発 

 教員向けに「雪の学習プラン集 Vol. 2」を
制作した（図１参照）。指導案及び解説、実
践報告で、次の項目を取り上げた： ①ここ
から始める 雪の学習スタート実践例（小３
～６年理科・総合的な学習の時間），②冬の
天気～日本海が雪を作る！（小 5・6年理科），
③（解説）冬の天気～日本海が雪を作る！～
気象教育的な視点から，④住んでいるところ
の雨・雪は？（小 6 年理科），⑤夏にもおい
しいお米を（小 5 年社会），⑥雪に負けない
新千歳空港（小 4 年社会），⑦クイズ大会を
しよう（小 5・6 年外国語活動），⑧雪の学習
でプレゼンテーションをつくろう（小 3～6

年総合的な学習の時間），⑨（実践報告）気
軽にはじめよう雪の学習，⑩（実践報告）ワ
ークシート「雪の結晶」を使った学習とその
展開。授業プランは単元のねらい及び単元の
評価基準、単元計画、本時の展開例からなる。
下記ワークシートやテキストやこれまで開
発してきた Web ページに連動している。③
は冬の天気学習に関する解説資料で、冬季に
日本海側に降雪がもたらされる科学的な説
明や気象衛星画像等教材の活用について書
かれている。①及び⑨、⑩はこれまでに行っ
てきた実践を具体的に解説したものである。 

(2) 児童用テキスト・ワークシートの開発 

テキスト 4 種・ワークシート 3 種を制作し
た（図 1 参照）。 

①テキスト「クイズ大会をしよう～雪・冬編」
（小 5・6 年外国語活動） 

 小学校外国語活動での利用を念頭に置い
たもので、"What's this?"という表現を用い
て質問したり、それに答えたりできるように
すると共に、身近な雪や氷に関する英語表現 

に慣れることを意図している。 

②テキスト「雪の学習プレゼンテーション」
（小 3～6 年総合的な学習の時間） 

総合的な学習の時間で、雪に関する課題に
ついての学習の結果をまとめ、表現、伝えて
いく方法を習得することを意図した。図２に
内容例を示す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．開発した教師用「雪の学習プラン集
Vol.2」及び児童用テキスト 4 種、ワーク
シート 3 種。 

 

③テキスト「雪の随筆を書こう」（小 6 年国
語） 

体験したことや見聞したことを振り返っ
て、雪に関する随筆を書く。図３に内容例を
示す。 

④テキスト「雪は自然エネルギー」（小 5・6

年総合的な学習の時間用） 

エネルギー問題を考え、身近な雪をエネル
ギーに利用できないかを札幌市にあるガラ
スのピラミットを例に考える。 

⑤ワークシート「冬の天気」（小 4～6年理科，
総合的な学習の時間） 

気候値データで地域の冬の気象の特徴を
調べ、日本海側で雪が多い理由を考えさせる。 
⑥ワークシート「雪遊びの CM を作ろう」（小

5・6 年外国語活動） 

"Let's ～!"・"OK"という英語表現を用い、
積極的なコミュニケーションを図る。 

⑦ワークシート「冬の観光」（小 5・6 年総合 

的な学習の時間） 

冬の観光を通して、児童の住んでいる街の
魅力について考える。図４に内容例を示す。 

(3) Web コンテンツの開発・拡充 

①‘札幌市学校教育の重点’への対応 

Web ページ「北海道雪たんけん館」・教師
用ページ「雪の総合研究室」に「‘札幌市学校
教育の重点’への対応」セクションを制作した。
札幌市教育委員会発行教育課程編成の手引 

図２．テキスト「雪の学習プレゼンテーショ
ン」中の一ページ。 

 

などで取り上げられている内容例に対応し
た本サイト内のページやこれまでに制作し
たテキスト及びワークシート、授業プラン、
授業ビデオを紹介した。図５参照。 

②利雪コンテンツの開発 

上記重点の項目に対応して、利雪を扱った
「雪を活かそう」セクションを新設した。ス
ノークール・ライスファクトリー（雨竜郡沼 

  

図３．テキスト「雪の随筆を書こう」中の一
ページ。 



図４．ワークシート「冬の観光」中の一ペー
ジ。 

 

田町）を扱った「雪中米」ページ及びガラス
のピラミッドと呼ばれる公共施設で使われ
る雪冷房システム（札幌市）を扱った「雪冷
房」ページからなる。図６にそのページ例を
示す。 

③スポーツコンテンツの開発 

「雪を楽しもう」の中に、「雪のスポーツ」 
を設け、スキーに関するページを制作した。 

④気象衛星画像提供サイトの拡充 

冬の気象に関する授業をサポートするた
めに、Web ページ「気象を学ぶ！ 静止衛星
ひまわり画像ダウンロードサイト」を更新し、 

 

図５．「‘札幌市学校教育の重点’への対応」セ
クションのトップページ（一部）。 

図６．「雪を活かそう」セクションのページ
例： 「雪中米」（上）と雪冷房（下）。 

 

日本付近の可視画像、全球可視画像等を新た
に提供すると共に、動画ができるようにソフ
トウェアを改良した。 

(4) 教育現場への普及活動 

教育現場への普及を図るために、教員向け 

研究会を毎冬実施した。2010 及び 12 年度は
札幌市内の小学校で公開授業や模擬授業を
行った。10 年度の公開授業は開発したワーク
シート「冬の天気」を用いた「冬の天気～日
本海が雲を作る！」（5 年理科）、12 年度は「み
んなで作ろう 雪あかり村」（5 年総合的な学
習の時間）である。11 年度は制作したテキス
ト等を使った模擬授業や幼稚園や小学校低
学年生活科での実践例や北海道開拓の村を
利用した現地学習を紹介した。 

参加者数は 10 年度 95 名、11 年度 75 名、
12 年度 76 名であった。研究会終了後の参加
者アンケートに依れば、研究会の満足度は 5

段階評価で 10 年度 4.6、11 年度 4.7、12 年
度 4.5 と高かった。また、取り上げた内容を
授業でやってみたいかについては 10年度 4.3、
11 年度 4.5、12 年度 3.9 であった。参加者の
感想例を示す： 「授業はとてもおもしろく、
子どもたちの‘言いたい！’がたくさんあって、
ワクワクしました。根拠もしっかりしていて、
水蒸気のことなどまで出てきて驚きました。 



図 ７．Web ページ「北海道雪たんけん館」
トップページへの 2007～12 年度の各年
度月別アクセス数： (a)全体; (b)札幌市
立学校。 

 

先生の授業の組み立てはもちろん、ワークシ
ートも適切なものになっていて、子どもの考
えを広げていくような作りだと感じまし
た。」（小学校教員）、「雪の学習と言われても
どのような学習をし、何を子どもに気付かせ
ることができるのか疑問に思うことが多か
ったが、気候・除雪・プレゼンテーション・
米など知らないことがたくさんあり大変役
立つものでした。」（小学校教員）、「教師志望
であるため、今回の研究会はとても貴重な体
験になりました。「雪」という、一見教育と
は関係のないように思えるものが、教科とな
ることを知り、教育とは幅広いものだと実感
しました。」（大学生）。 

この他、内容の充実を図るために、北海道
雪プロジェクトスタッフ会員を対象とした
指導的教員向けセミナーを毎年 7月に実施し、
開発するテキスト・指導案等のプラン等を討
論した。また、雪に関する出張授業を市内小
学校 10 年度 2 校、11 年度 3 校、12 年度 5

校で行った。 

(5) Web ページへのアクセスログ解析 

トップページへのアクセスを年度毎に月
別に示したのが図 7 である。(a)は全体で、(b)

は札幌市立学校からのアクセス数である。
2009 年度を境に札幌市立学校からのアクセ
スは 10 倍程に急増している。札幌市の学校
教育の重点に雪が取り上げられた時期と一

致している。その数は年間 1 万 5 千件程で、
全市小学校の 1学年当たり児童数に概ね相当
する。それにも関わらず、全体のアクセスは
2011 年度から冬期を中心に減少した。指導要
領が改訂され、完全実施された年に対応して
おり、総合的な学習の時間が減ったことに起
因していると考えられる。一方では、5～7

月のアクセスが冬に次いで多く、特に 2011

年度以降逆に増加している。5～7 月の札幌市
内からのアクセスは増えておらず、この増加
は札幌市外からのものである。小学校 5 年
生・社会の国土の気候と各地の暮らしに関す
る授業で利用されているのかもしれない。 

今後、単に総合的な学習の時間だけでなく、
各教科、あるいは教科と総合的な学習の時間
を連携あるいは結合させた形での雪の活用
も今後考えていく必要がある。 

(6) テキスト利用状況アンケート調査 

利用した教員 26 名から回答を得た。以下
にその結果を示す。 

①‘テキストは授業をする上で役立ちました
か？’ 

授業に役だったかについては 5 段階で 4.5

と高評価であった。「プレゼンテーションを
初めて学習した子どもたちにとってプレゼ
ン作成のコツや筋道が分かりやすく、非常に
活用しやすかった。」、「プレゼンテーション
の型が提示してあったので、この型に挑戦し
てみようとプレゼンテーションの技能（表現
方法）を身につけることができた」、「なぜ雪
を降らせる雲ができるのかということが、段
階を踏んで分かりやすくまとめられている
から。具体的な表やグラフ、写真が多く載っ
ていて、とても分かりやすかったです。」な
どと書かれており、授業で十分に利用できる
ものであることが示された。 

②‘テキストに関連して、Web ページ「北海道
雪たんけん館」を使いましたか？’ 

 69％が利用したと答えた。具体的には、「テ
キストを見た子どもたちが、調べ学習で活用
した。今と昔の衣服について調べているグル
ープや雪中米グループ、雪国の暮らしグルー
プが主に活用していた。ていねいな作りで、
子どもたちだけでは取材できない知識や情
報が豊富であり、写真や図解がわかりやすい
ので、調べ学習に大いに役立った。」、「雪雲
ができる過程の動画を一斉学習で見せて確
認しました。雪の結晶の種類を確かめる、天
気を含めて雪や冬についての疑問を調べる、
いずれも個人で使いました。」など。 

③‘このテキストを多くの先生に使って頂く
にはどうしたら良いでしょうか？ ’ 

 62％は‘入手が容易であれば、内容的にはこ
れで十分’との回答であった。テキストを補充
する写真や資料がほしいなどの指摘があっ
た。 

④‘このテキストは雪たんけん館から PDF で

(a) 

(b) 

(a) 



ダウンロードできます。次回はそれを使お
うと思いますか？’ 

 79％は‘ダウンロードして使う’と答えたが、
「自分で印刷して製本となると時間がかか
りすぎる」、‘やはり製本されているものは色
もきれいだし手間がかからない ’という意見
もあった。 
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無），123-127． 

〔学会発表〕（計 5 件） 

①朝倉一民・高橋庸哉・小笠原啓之・新保元
康・佐藤裕三・北海道雪プロジェクト，
2012： 「雪」の学習でプレゼンテーショ
ンをつくるためのテキスト開発と全市的
取り組み．第 38 回全日本教育工学研究協
議会全国大会，2012 年 11 月 03 日，金沢
星稜大学，金沢市 

②佐野浩志・高橋庸哉・太田真，2012： 北
海道雪プロジェクト「雪エネルギー」に関
する WEB コンテンツの開発と教室への普
及を図る方策～WEB サイト「雪たんけん
館」の一環として～．第 38 回全日本教育
工学研究協議会全国大会，2012 年 11 月 03

日，金沢星稜大学，金沢市 

③高橋庸哉・佐藤裕三・割石隆浩・神林裕子・
佐野浩志・細川健裕・土門啓二・伊藤健太
郎・松田聡・朝倉一民・杉原正樹・中嶋繁
登・渡辺由佳・大久保恵・坂田一則・土田
幹憲・小笠原啓之・新保元康・太田真・北
海道雪プロジェクト，2012： 地域教材
『雪』を教室へ～北海道雪プロジェクトの
活動 10 年．第 38 回全日本教育工学研究協
議会全国大会，2012 年 11 月 03 日，金沢
星稜大学，金沢市 

④割石隆浩・高橋庸哉，2011： 小学校 5 年
「天気の変化～冬の天気」に関するワーク
シート・指導案の開発と実践．日本科学教
育学会第 35 回年会，2011 年 8 月 24 日東
京工業大学，東京 

⑤割石隆浩・高橋庸哉，2011： 小学校児童
用ワークシート「冬の天気」の開発と授業

実践．日本気象学会春季大会，2011 年 5

月 21 日，国立オリンピック記念青少年総
合センター，東京 

〔その他〕 

①報道関連情報 

・雪の授業実践が 2013 年 1 月 6 日付朝日新
聞道内欄雪晴れ･冬の達人たち 4「興味津々 

天からの手紙」で取り上げられた。 

・研究協力者佐野浩志氏の実践が 2011 年 1

月 29日付朝日新聞花まる先生公開授業「除
雪考え市民の自覚」で紹介された。 

・雪の学習研究会が 2011 年 1 月 9 日付朝日
新聞きょういく特捜部「身近な雪 広がる
学び」で取り上げられた。 

・雪の学習研究会が 2011 年 11 月 30 日付北
海道新聞夕刊「雪の魅力を伝える学習と
は」で紹介された。 

②ホームページ情報 

・「北海道雪たんけん館」 
http://yukipro.sap.hokkyodai.ac.jp 

・「ブログ版雪たんけん館」 
http://blog.goo.ne.jp/yukipro-blog 

・「気象を学ぶ！ 静止衛星「ひまわり」画
像ダウンロードサイト」 

 http://wing.sap.hokkyodai.ac.jp/ 
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新保元康（札幌市立幌西小） 

土田幹憲（札幌市立前田小） 

鈴木宏宣（札幌市立栄西小）  

小笠原啓之（札幌市立北陽小）  

朝倉一民（札幌市立屯田北小）  

伊藤健太郎（札幌市立新陽小）  

大久保恵（札幌市立新琴似北小）  
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杉原正樹（札幌市立新琴似緑小）  

土門啓二（厚岸少年自然の家）  

中島繁登（札幌市立新光小）  

細川健裕（北海道開拓の村）  
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